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AuditPlus 4.0 

新機能 

変更データのみの保存 

AuditPlus の設定に「Stored changes config」という名前の新しいプロパティが

追加されました: 

 

このプロパティでは、監査されるレコードで「更新」を完了した後に保存される 

情報量を選択することができます。 

次のいずれかを選択できます: 

• All 

• OnlyChanges 

• ChangesAndDescription 
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All 

これは既定の動作で、旧バージョンの AuditPlus における保存データの管理方法

です。 

[All] を選択すると、AuditPlus は、項目属性が変更されたかどうかにかかわらず、 

すべての監査項目属性のステータスを保存します。 

このオプションはデータベース領域を多く使用しますが、あらゆる監査レコードに

ついてレコードのステータスを視覚化する方法としては最も簡単で迅速です。 

OnlyChanges 

このオプションを選択すると、AuditPlus は、実際に変更された項目属性の値のみを

保存します。  

このオプションでは、保存される情報が少なくなるため、使用領域も少なくなり 

ます。一方で、このオプションでは、その時点のレコードのステータスを視覚化す

ることができません。レコードの「履歴」を確認できるようにするには、開発者が

バックトラッキングを行い、レコードのステータスを手動で再構築する必要があり

ます。 

また、このオプションを選択した場合、AuditPlus では変更したレコードの「名称項

目属性」を表示することはできず、レコードの「ID」のみが表示されます。 

ChangesAndDescription 

このオプションは、「OnlyChanges」のシナリオに類似していますが、この場合、

AuditPlus は変更された項目属性と (項目属性が変更されたかどうかにかかわらず)  

トランザクションの「名称項目属性」を保存します。 
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このわずかな違いにより、AuditPlus ではレコードの「名称項目属性」を表示する 

ことができるほか、必要となる領域も少なくなります (生成される各監査レコードに

新しい行が 1 つだけ追加されます)。 

Installation Id 

AuditPlus の設定に「Installation Id」という名前の新しいプロパティが追加されま

した: 

 

 

このプロパティでは、テーブル「AuditRecord」のトリガーによって保存される

数値を設定することができます。 

このプロパティは、次のシナリオにおいて便利です: 

• 複数の GeneXus ナレッジベースで同じ監査テーブルを共有している場合。 

• 同じ GeneXus ナレッジベースを異なるデプロイメントで使用し、同じ監査

テーブルを共有している場合。 
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既定では、Webインターフェースでインストール IDの使用や表示は行われません。

インストール ID の表示や使用が必要な場合は、インストールした Web インター

フェースで項目属性を手動で追加/使用する必要があります。 

Allow dynamic Installation Id 

既定のインストール ID は静的な値となるため、トリガーでは常に同じ値が保存され、

「実行時」に変更することはできません。  

より動的な動作を許可する場合には、[Allow dynamic Installation Id] プロパティ

を [True] に設定することができます。 

これにより、開発者はプロシージャー「AuditPlusSaveUser」を使用して最新の

インストール ID を渡すことができます。 

これは、異なる企業のユーザーが同じ Web アプリケーションのインストールに 

対するアクセス権を持っているようなマルチテナントのシナリオで役立つことがあ

ります。 

 

Blob の監査 (SQL Server のみ) 

この新しい機能では、次の最も一般的な「Blob」データタイプの一部を監査する 

ことができます。Blob、Image、Audio、および File です。 
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Blob 情報は、Blob 項目属性が変更された場合のみ保存されます。変更された値のみ

が保存されるため、変更内容を自動的に比較することはできません。 

この機能を使用する前に、監査対象の Blob 情報が多くの領域を必要とする可能性が

あることを考慮する必要があります。つまり、この機能は情報が頻繁に変更される

シナリオでは推奨されません。 

新しい構造 

Blob の監査を可能にするために、新しいトランザクションが追加されました。  

 

Enable blob audit 

Blob の監査の有効化/無効化に使用できる新しいプロパティが追加されました。 
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Web インターフェース 

Web バックエンドに新しいタブが追加されました (WorkWithPlus または GeneXus

の WorkWith を使用した場合)。このタブは、レコードに変更された Blob 項目属性

がある場合にのみ表示されます。 

このタブから、変更された「Blob」情報をダウンロードすることができます。 

 

新しいプロパティと API 

追加された AuditPlus API プロシージャー 

AuditPlus API に新しいプロシージャーが追加されました。 

• AuditPlusDeleteOldRecords: 指定した日付よりも古い監査レコードを 

すべて削除することができます。 

• AuditPlusDeleteOlderThan1YearRecords: 1年を経過した監査レコード

をすべて削除することができます。 

• AuditPlusGetLastRecordForTable: テーブル名とシリアル化された 

レコードのキーを指定することで、最新の AuditRecordId を返します。 

• AuditPlusGetLastRecordForTrn: トランザクション名とシリアル化され

たレコードのキーを指定することで、最新の AuditRecordId を返します。 
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すべての API プロジージャーは、「AuditPlusAPI」フォルダ内にあります: 

 

 

失敗時におけるプロシージャーコードの保存 

AuditPlus プロシージャーの生成中にエラーが発生した場合、AuditPlus はプロシー

ジャーのソースコードをファイルシステムに保存し、エラーとファイルの場所を 

表示します。 

これによって、生成されたソースコードのエラーを分析 (および修正) することが 

できます。 

 

カスタムトリガー名 

トランザクションに新しいプロパティが追加されました。これにより、トランザク

ションにカスタムトリガー名を定義することができます。 

より制限的な名称を使用する必要があるシナリオで使用することができます。 

AuditPlus では、指定された名称の有効性については確認しません。 
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並行トランザクションの改善 

並行トランザクションの使用中のエラーを回避するために、軽微な改善を行いま

した。 

AuditPlus の生成オブジェクトをナレッジベースから削除 

このオプションはツールバーから使用でき、AuditPlus によって生成されたすべての

オブジェクトをナレッジベースから削除することができます。 
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このオプションを使用すると、AuditPlus はすべてのトランザクションをスキャン

した後、すべての AuditPlus プロパティ ([Audit Transaction]、[Audit Insert]、

[Audit Attribute] など) をリセットして既定値に戻します。 

次に、「PersonAuditData」などの生成されたすべての監査プロシージャーが削除

され、最後にナレッジベースから AuditPlus の設定が削除されます。 

すべての AuditPlus オブジェクトが削除されるわけではなく、生成されたオブジェ

クトのみが削除される点を考慮する必要があります。トランザクション、データ

ビュー、フォルダ、その他のリソースは、手動で削除する必要があります。 

また、このオプションを使用しても、トリガーはデータベースから削除されません。 
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